
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各箱に対応して、少なくとも箱検索情報が登録された箱管理情報を予め記憶しておき、
受信文書のうち、受信時に送信元装置からの箱検索情報の通知を伴うものについては、そ
の通知された箱検索情報と同一の箱検索情報が登録された箱管理情報に関連付けてメモリ
に記憶する一方、ポーリング送信時に発呼元装置から箱検索情報の通知があった場合は、
その通知された箱検索情報と同一の箱検索情報が登録された箱管理情報に関連付けてメモ
リに記憶されている文書を読み出して送信するファクシミリ装置において、
　前記箱管理情報は、対応する箱の 種別 をも含む一方、
　検索対象箱種別を予め設定する検索対象箱種別設定手段と、
　装置の状態が利用制限状態である場合において暗証番号を入力させる暗証番号入力手段
と、
　前記各箱管理情報のうち箱種別が予め設定された検索対象箱種別であるものを順次検索
して、入力された暗証番号と一致する箱検索情報が登録されているか否かを判断する暗証
番号検索手段と、
　入力された暗証番号と一致する箱検索情報が登録されていた場合に装置の状態を利用制
限状態から利用可能状態に移行させる利用制限解除手段と
　を備えたことを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項２】
　各箱に対応して、少なくとも箱検索情報が登録された箱管理情報を予め記憶しておき、
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受信文書のうち、受信時に送信元装置からの箱検索情報の通知を伴うものについては、そ
の通知された箱検索情報と同一の箱検索情報が登録された箱管理情報に関連付けてメモリ
に記憶する一方、ポーリング送信時に発呼元装置から箱検索情報の通知があった場合は、
その通知された箱検索情報と同一の箱検索情報が登録された箱管理情報に関連付けてメモ
リに記憶されている文書を読み出して送信するファクシミリ装置において、
　前記各箱管理情報のそれぞれについて、暗証番号の検索対象とするか否かを予め設定す
る検索可否設定手段と、
　装置の状態が利用制限状態である場合において暗証番号を入力させる暗証番号入力手段
と、
　前記各箱管理情報のうち、暗証番号の検索対象と設定されたものを順次検索して、入力
された暗証番号と一致する箱検索情報が登録されているか否かを判断する暗証番号検索手
段と、
　入力された暗証番号と一致する箱検索情報が登録されていた場合に装置の状態を利用制
限状態から利用可能状態に移行させる利用制限解除手段と
　を備えたことを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項３】
　前記各箱管理情報はそれぞれの箱の名称をも含む一方、入力された暗証番号と一致する
箱検索情報が登録されていた場合に当該箱検索情報が登録されていた箱管理情報に含まれ
る箱の名称を表示する名称表示手段を更に備えたことを特徴とする請求項 のい
ずれかに記載のファクシミリ装置。
【請求項４】
　前記暗証番号入力手段は、装置の状態が利用制限状態である場合において暗証番号を入
力させると、入力された暗証番号を表示しないで、入力された暗証番号の桁数を認識可能
な表示を行うものであることを特徴とする請求項 のいずれかに記載のファ
クシミリ装置。
【請求項５】
　入力された暗証番号と一致する箱検索情報が登録されていない場合に、暗証番号不一致
の旨を表示すると共に前記暗証番号入力手段に暗証番号の再入力を行わせる暗証番号不一
致対応手段を更に備えたことを特徴とする請求項 のいずれかに記載の
ファクシミリ装置。
【請求項６】
　一致する箱検索情報がない暗証番号の入力回数を計数する不一致回数計数手段と、その
不一致回数計数手段による計数値が所定値に達した場合に装置の状態を利用制限状態から
利用禁止状態に移行させる利用禁止状態移行手段を更に備えたことを特徴とする請求項
に記載のファクシミリ装置。
【請求項７】
　前記不一致回数計数手段による計数値が所定値に達した場合にその旨を表示する暗証番
号誤入力通知手段を更に備えたことを特徴とする請求項 に記載のファクシミリ装置。
【請求項８】
　装置の状態が利用禁止状態である場合において特定の利用禁止解除操作入力がなされる
かを監視する解除操作監視手段と、前記特定の利用禁止解除操作がなされると、装置の状
態を利用禁止状態から 制限状態に移行させる利用禁止解除手段を更に備えたことを特
徴とする請求項 のいずれかに記載のファクシミリ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ファクシミリ装置に関し、特に、箱をもつファクシミリ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、Ｇ３ファクシミリ等のファクシミリ装置においては、受信側装置が送信側装置から
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受信した文書を単にプロッタにより記録紙に記録したり、発呼側装置が着呼側装置に発呼
してポーリング送信を要求し、着呼側装置は、ポーリング送信のためにスキャナにセット
されていた原稿を読み取って得た文書、または、予めポーリング送信のためにメモリに記
憶されていた文書を発呼側に送信して、発呼側で受信しプロッタで記録紙に記録するとい
ったように、装置対装置のファクシミリ通信を行っていた。
【０００３】
一方、ファクシミリ装置は、１人のユーザにより使用されるのはまれで、多数のユーザに
より共用される場合が多いため、送信側装置から送信した文書を受信側の特定のユーザに
受け取らせたいという、親展通信機能の要請があった。また、発呼側装置が複数の文書の
うちの特定の文書を指定して、着呼側装置からポーリング受信したいという、選択ポーリ
ング通信機能の要請があった。
【０００４】
しかし、従来のＧ３ファクシミリにおいては、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０に親展通信機能や
、選択ポーリング機能のための制御信号が標準では規定されていなかったため、親展通信
機能や、選択ポーリング通信機能は、各メーカが非標準の方式で独自に対応していた。
【０００５】
　具体的には、親展通信機能については、送信側装置から受信側装置に文書を送信する際
に、通常親展情報としての親展ＩＤを非標準機能設定信号ＮＳＳ等の情報フィールドに埋
め込んで通知し、受信側は、受信文書を通知された親展ＩＤと関連付けて記憶しておき、
親展文書取出操作で入力された親展ＩＤと一致する文書をプロッタで記録することで対応
していた。また、選択ポーリング通信機能については、発呼側装置から着呼側装置に発呼
した際に、ポーリングＩＤを非標準機能命令信号ＮＳＣ等の情報フィールドに埋め込んで
通知し、着呼側は、予め各ポーリングＩＤと関連付けて記憶していた複数 書のうちの
通知されたポーリングＩＤに対応するものを発呼側に送信することで対応していた。
【０００６】
しかし、最近、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０において、サブアドレス信号ＳＵＢ、セレクティ
ブポーリング信号ＳＥＰ、パスワード信号ＰＷＤ、ＳＩＤ（サブアドレス信号ＳＵＢ使用
時におけるパスワードＰＷＤ）などの、親展通信機能や、選択ポーリング通信機能に使用
可能な標準の制御信号が規定された。サブアドレス信号ＳＵＢは、ディジタル識別信号Ｄ
ＩＳ、ディジタル送信命令信号ＤＴＣ、または、ディジタル送信命令信号ＤＣＳの情報フ
ィールドのビット４９がセットされているときにのみ送信され、セレクティブポーリング
信号ＳＥＰは、同様に、ビット４７がセットされているときにのみ送信され、パスワード
信号ＰＷＤ及びＳＩＤは、同様に、ビット５０がセットされているときにのみ送信される
。
【０００７】
ＳＵＢ、ＳＥＰ、ＰＷＤ（ＳＩＤ）の各制御信号は、通信機器工業会でその有効利用が検
討され、その席でそれらの制御信号は、総称してＦコードと命名された。また、その席上
で、箱の概念も決められ、箱親展通信機能と、掲示板通信機能のための箱の使用について
提示されている。その箱には、予め箱検索情報が対応付けて登録されていて、ＳＵＢやＳ
ＥＰ、及び、必要に応じてＰＷＤやＳＩＤにより通知された箱検索情報がその登録された
箱検索情報と一致した場合にのみ、当該箱へのアクセスが可能となる。
【０００８】
それらの箱をもつものはＦコードセンター機と称され、Ｆコードセンター機の箱に対して
の文書の送信（Ｆコード送信という）と、Ｆコードセンター機の箱からの文書の取り出し
（Ｆコード取り出しという）とを行えればよいＦコード対応機と称され、分類されている
。
【０００９】
そのように、Ｆコードセンター機に対しては、箱を指定して文書を送信でき、また、Ｆコ
ードセンター機からは箱を指定して文書を受信することができるため、Ｆコードセンター
機を利用した箱親展通信機能や掲示板通信機能の他に、Ｆコードセンター機の箱を介した
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中継通信機能や、Ｆコードセンター機に接続されたネットワーク上の端末への箱を介した
文書の配信機能等も提案されている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
そのような箱をもつファクシミリ装置においては、親展通信、掲示板通信等のために、目
的別や個人別に箱が開設されるため、多くの箱管理用の記憶領域を必要とする。
【００１１】
また、箱をもつファクシミリ装置においては、無条件に装置が利用できてしまうと、箱に
関連付けられた文書の保護の点等で問題があるため、装置の利用制限を解除するための暗
証番号を予め複数記憶しておき、装置が利用制限状態にある場合に入力された暗証番号が
、予め記憶していた暗証番号と一致した場合に、利用制限状態を解除して、装置の利用を
可能とする場合がある。
【００１２】
そのため、箱をもつファクシミリ装置において利用制限を行う場合、箱管理用の記憶領域
と、利用制限機能用に予め記憶した複数の暗証番号用の記憶領域とが必要で多くの記憶領
域が必要となるという問題点があった。
【００１３】
本発明は係る事情に鑑みてなされたものであり、箱をもちかつ利用制限を行う場合でも必
要な記憶領域を最小限に抑えることができるファクシミリ装置を提供することを目的とす
る。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、請求項 に記載のファクシミリ装置は、各箱に対応して、少
なくとも箱検索情報が登録された箱管理情報を予め記憶しておき、受信文書のうち、受信
時に送信元装置からの箱検索情報の通知を伴うものについては、その通知された箱検索情
報と同一の箱検索情報が登録された箱管理情報に関連付けてメモリに記憶する一方、ポー
リング送信時に発呼元装置から箱検索情報の通知があった場合は、その通知された箱検索
情報と同一の箱検索情報が登録された箱管理情報に関連付けてメモリに記憶されている文
書を読み出して送信するファクシミリ装置において、前記箱管理情報は、対応する箱の

種別 をも含む一方、検索対象箱種別を予め設定する検索対象箱種別
設定手段と、装置の状態が利用制限状態である場合において暗証番号を入力させる暗証番
号入力手段と、前記各箱管理情報のうち箱種別が予め設定された検索対象箱種別であるも
のを順次検索して、入力された暗証番号と一致する箱検索情報が登録されているか否かを
判断する暗証番号検索手段と、入力された暗証番号と一致する箱検索情報が登録されてい
た場合に装置の状態を利用制限状態から利用可能状態に移行させる利用制限解除手段とを
備えたことを特徴とする。
【００１５】
　請求項 に記載のファクシミリ装置は、各箱に対応して、少なくとも箱検索情報が登録
された箱管理情報を予め記憶しておき、受信文書のうち、受信時に送信元装置からの箱検
索情報の通知を伴うものについては、その通知された箱検索情報と同一の箱検索情報が登
録された箱管理情報に関連付けてメモリに記憶する一方、ポーリング送信時に発呼元装置
から箱検索情報の通知があった場合は、その通知された箱検索情報と同一の箱検索情報が
登録された箱管理情報に関連付けてメモリに記憶されている文書を読み出して送信するフ
ァクシミリ装置において、前記各箱管理情報のそれぞれについて、暗証番号の検索対象と
するか否かを予め設定する検索可否設定手段と、装置の状態が利用制限状態である場合に
おいて暗証番号を入力させる暗証番号入力手段と、前記各箱管理情報のうち、暗証番号の
検索対象と設定されたものを順次検索して、入力された暗証番号と一致する箱検索情報が
登録されているか否かを判断する暗証番号検索手段と、入力された暗証番号と一致する箱
検索情報が登録されていた場合に装置の状態を利用制限状態から利用可能状態に移行させ
る利用制限解除手段とを備えたことを特徴とするファクシミリ装置。

10

20

30

40

50

(4) JP 3636282 B2 2005.4.6

１

使
用形態を示す箱 の情報

２



【００１６】
　請求項 に記載のファクシミリ装置は、請求項 のいずれかに記載のファクシ
ミリ装置において、前記各箱管理情報はそれぞれの箱の名称をも含む一方、入力された暗
証番号と一致する箱検索情報が登録されていた場合に当該箱検索情報が登録されていた箱
管理情報に含まれる箱の名称を表示する名称表示手段を更に備えたことを特徴とする。
【００１７】
　請求項 に記載のファクシミリ装置は、請求項 のいずれかに記載のファ
クシミリ装置において、前記暗証番号入力手段は、装置の状態が利用制限状態である場合
において暗証番号を入力させると、入力された暗証番号を表示しないで、入力された暗証
番号の桁数を認識可能な表示を行うものであることを特徴とする。
【００１８】
　請求項 に記載のファクシミリ装置は、請求項 のいずれかに記載の
ファクシミリ装置において、入力された暗証番号と一致する箱検索情報が登録されていな
い場合に、暗証番号不一致の旨を表示すると共に前記暗証番号入力手段に暗証番号の再入
力を行わせる暗証番号不一致対応手段を更に備えたことを特徴とする。
【００１９】
　請求項 に記載のファクシミリ装置は、請求項 に記載のファクシミリ装置において、
一致する箱検索情報がない暗証番号の入力回数を計数する不一致回数計数手段と、その不
一致回数計数手段による計数値が所定値に達した場合に装置の状態を利用制限状態から利
用禁止状態に移行させる利用禁止状態移行手段を更に備えたことを特徴とする。
【００２０】
　請求項 に記載のファクシミリ装置は、請求項 に記載のファクシミリ装置において、
前記不一致回数計数手段による計数値が所定値に達した場合にその旨を表示する暗証番号
誤入力通知手段を更に備えたことを特徴とする。
【００２１】
　請求項 に記載のファクシミリ装置は、請求項 のいずれかに記載のファクシ
ミリ装置において、装置の状態が利用禁止状態である場合において特定の利用禁止解除操
作入力がなされるかを監視する解除操作監視手段と、前記特定の利用禁止解除操作がなさ
れると、装置の状態を利用禁止状態から 制限状態に移行させる利用禁止解除手段を更
に備えたことを特徴とする。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００２４】
先ず、図１は、本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置１のブロック構成を示してい
る。
【００２５】
同図において、ファクシミリ装置１は、システム制御部２、ＲＯＭ３、ＲＡＭ４、スキャ
ナ５、プロッタ６、画像メモリ７、時計回路８、操作表示部９、符号化復号化部１０、モ
デム１１、網制御部１２、及び、システムバス１３により構成されている。
【００２６】
システム制御部２は、ＲＯＭ３書き込まれた制御プログラムに従って、ＲＡＭ４を作業領
域として使用しながら、装置各部を制御するものである。
【００２７】
ＲＯＭ３は、前述したように、システム制御部２が上記装置各部を制御するための制御プ
ログラムが記憶されているリードオンリメモリである。また、ＲＯＭ３には、各文字コー
ドにフォントデータを対応付けたフォントテーブル３ａが記憶されていて、システム制御
部２は、文字列を画情報に変換する場合には、フォントテーブル３ａを参照する。
【００２８】
ＲＡＭ４は、前述したようにシステム制御部２の作業領域として使用されるランダムアク
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セスメモリである。なお、ＲＡＭ４は、図示しないバックアップ用回路によりバックアッ
プされており、装置電源遮断時にも記憶内容は保持される。
【００２９】
スキャナ５は、３．８５本／ｍｍ、７．７本／ｍｍ、１５．４本／ｍｍ等の所定の読み取
り線密度で原稿画像を読み取って画情報を得るためのものである。プロッタ６は、受信し
た画情報を、その線密度に応じて記録出力したり、スキャナ５で読み取った画情報を、そ
の線密度に応じて記録出力（コピー動作）するためのものである。
【００３０】
画像メモリ７は、スキャナ５で読み取った画情報（文書）を、メモリ送信するために一時
的にファイルとして蓄積したり、受信した文書を、プロッタ６により記録するまでファイ
ルとして一時的に蓄積したりするためのものである。
【００３１】
時計回路８は、時刻を計時するもので、システム制御部２は、時計回路８を読み出すこと
で現在時刻を知ることができる。
【００３２】
操作表示部９は、相手先ファクシミリ番号を指定するためのテンキー、送信スタートキー
、ワンタッチダイヤルキー、及び、その他各種キーが配設される一方、液晶表示装置等の
表示器を備え、ユーザに知らせるべき装置の動作状態や、各種メッセージを表示するもの
である。
【００３３】
図２に、本実施の形態と直接関係する部分以外は、図示を省略した操作表示部９の配置構
成例を示す。同図において、テンキー９ａは、送信相手先ファックス番号等を直接指定し
たりする際の番号入力のために用いられるものである。［Ｙｅｓ］キー９ｂ及び［Ｎｏ］
キー９ｃは、ユーザに決定または取消の各種選択をさせるためのキーである。［ストップ
］キー９ｄは、各種動作の強制的な停止を指示するためのものである。［スタート］キー
９ｅは、ファクシミリ送信動作の開始や、コピー動作の開始を指示するためのものである
。［ファンクション］キー９ｆは、ワンタッチダイヤルの登録機能、短縮ダイヤルの登録
機能、ユーザパラメータの設定機能や、ファクシミリ装置１の標準的なファクシミリ装置
としての機能以外の、時刻指定送信、部門コード指定送信、親展送信等の拡張的な機能を
呼び出すためのもので、この［ファンクション］キー９ｆを押下して、テンキー９ａによ
り、各機能に対応した番号を入力することで、各機能を呼び出して実行することができる
。
【００３４】
カーソルキー群９ｇは、［下矢印］キー９ｇｄ、［左矢印］キー９ｇｌ、［右矢印］キー
９ｇｒ、及び、［上矢印］キー９ｇｕにより構成されている。［下矢印］キー９ｇｄ及び
［上矢印］キー９ｇｕは、各キーの押下に応じて、表示器９ｈの表示内容を変更したり、
表示内容を上下にスクロールしたりするものである。また、［左矢印］キー９ｇｌ及び［
右矢印］キー９ｇｒは、各キーの押下に応じて、表示器８ｈに表示された項目や機能等を
選択するものである。表示器９ｈは、ユーザに知らせるべき装置の動作状態や、各種メッ
セージを表示するものである。
【００３５】
図１に戻って、符号化復号化部１０は、送信画像データを、Ｇ３ファクシミリに適合する
、ＭＨ符号化方式、ＭＲ符号化方式、ＭＭＲ符号化方式等の所定の符号化方式で符号化圧
縮する一方、受信画像データをＭＨ符号化方式、ＭＲ符号化方式、ＭＭＲ符号化方式等に
対応する所定の復号化方式で復号伸長するものである。
【００３６】
モデム１１は、Ｇ３ファクシミリモデムであり、網制御部１２を介して公衆網に送信する
データを変調する一方、網制御部１２を介して公衆網から受信した信号を復調するもので
ある。また、モデム１１は、ダイヤル番号に対応したＤＴＭＦ信号の送出も行う。網制御
部１２は、公衆網に接続されて、回線の直流ループの閉結・解放や、回線の極性反転の検

10

20

30

40

50

(6) JP 3636282 B2 2005.4.6



出、回線解放の検出、発信音の検出、ビジートーン等のトーン信号の検出、呼出信号の検
出等の回線との接続制御や、ダイヤルパルスの生成を行うものである。システムバス１３
は、上記各部がデータをやり取りするための信号ラインである。
【００３７】
以上の構成の構成でファクシミリ装置１は、図３に示すように、箱管理テーブル４ａをＲ
ＡＭ４に記憶している。箱管理テーブル４ａは、図４に示すような構成で、各箱を相互に
識別するために付された箱ＩＤに対応した箱管理情報の集合として構成されている。また
、各箱が開設済みであるか（値１）否か（値０）を示す開設済フラグＦｏも各箱に対応し
て記憶されている。また、現在アクセスされている箱は、ポインタＰにより指し示される
。
【００３８】
図５に、箱ＩＤと対応付けられた箱管理情報の内容について示す。
【００３９】
同図において、箱管理情報は、少なくとも、登録Ｆコード、登録パスワード、及び、箱の
名称を内容として含んでいる。
【００４０】
「登録Ｆコード」は、文書受信時に送信元装置からサブアドレス信号ＳＵＢやセレクティ
ブポーリング信号ＳＥＰとして受信したＦコードと照合されるものであり、「登録パスワ
ード」は、文書受信時に送信元装置からサブアドレス信号ＳＵＢやセレクティブポーリン
グ信号ＳＥＰと共にパスワード信号ＰＷＤ（ＳＩＤ）として受信したパスワードと照合さ
れるものである。「箱の名称」は、当該箱に付された名称で、当該箱の割り当てを受けた
ユーザの名称等が登録されるものである。
【００４１】
送受信文書（画情報）は、図６に示すように画像メモリ７に記憶される画情報ファイルは
、図７に示す構成で、各画情報ファイルを相互に識別するためのファイル番号と、箱ＩＤ
と、画情報本体とにより構成されている。箱ＩＤは、画情報ファイルを箱管理テーブル４
ａを構成する各箱管理情報と関連付けるためのもので、箱管理テーブル４ａを構成する各
箱管理情報に対応する箱ＩＤと、各画情報ファイルに付された箱ＩＤとにより、箱と文書
とが関連付けられる。
【００４２】
　これにより、ファクシミリ装置１は、Ｆコードを用いた、親展通信機能や、掲示板通信
機能を行う。具体的には、文書受信時にサブアドレス信号ＳＵＢによりサブアドレスが通
知されると、通知されたサブアドレスと箱管理テーブル４ａ 箱管理情報中の、箱識別
情報である登録Ｆコードとを照合し、一致する箱ＩＤと対応付けて受信文書を画像メモリ
に蓄積し、その後、サブアドレスの入力を伴う文書取り出し操作があると、各箱管理情報
中の登録Ｆコードを入力されたサブアドレスと照合し一致する箱管理情報に関連付けられ
た画情報ファイルをプロッタ６により記録紙に記録したり、ポーリング送信時に、発呼元
装置からセレクティブポーリング信号ＳＥＰによりＳＥＰ番号が通知されると、通知され
たＳＥＰ番号と箱管理テーブル４ａの各箱管理情報中の、箱識別情報である登録Ｆコード
とを照合し、一致する箱ＩＤと対応する画像メモリ中の画情報ファイルを読み出して発呼
元装置に送信したりする。Ｆコードを用いた通信としては、親展通信や掲示板通信の他に
、中継通信やネットワーク配信等が考えられる。
【００４３】
このように箱により文書を管理するファクシミリ装置１は、通常は、利用制限状態、すな
わち、暗証番号の入力のみが可能で、入力された暗証番号が予め登録した暗証番号と一致
したときに初めて利用可能状態に移行できる状態にある。
【００４４】
ファクシミリ装置１における利用制限状態解除処理手順について、図８を参照して説明す
る。
【００４５】
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同図において、利用制限状態にあるファクシミリ装置１は、表示器９ｈに、図９に示す表
示Ｄ０１を表示して、利用制限中である旨を示すと共に、暗証番号の入力を促している（
処理１０１）。
【００４６】
そして、暗証番号入力処理と（処理１０２）、暗証番号検索処理とを行い（処理１０３）
、フラグＦａの値が１が否（０）かを判断し（判断１０４）、フラグＦａの値が１である
場合には（判断１０４のＹｅｓ）、利用可能状態に移行して、ユーザが装置を利用できる
ようにする。
【００４７】
フラグＦａの値が０である場合には（判断１０４のＮｏ）、処理１０２に戻り、暗証番号
入力処理を再度行う。
【００４８】
ここで、図８の処理１０２における暗証番号入力処理の具体的な処理手順について、図１
０を参照して説明する。
【００４９】
同図において、システム制御部２は、テンキー９ａによる番号の入力があるかを監視し（
判断２０１のＮｏループ）、番号の入力があると（判断２０１のＹｅｓ）、表示器９ｈに
図１１に示す表示Ｄ１０を表示すると共に（処理２０２）、それまで入力済の番号列を記
憶し、また、入力済の番号列を表示Ｄ１０に示すように表示する（処理２０３）。表示Ｄ
１０においては、入力済の番号列が暗証番号としてよければ［Ｙｅｓ］キー９ｂを押下し
、入力済の番号列を取り消す場合には［Ｎｏ］キー９ｃを押下するよう促す表示も行われ
ている。
【００５０】
そして、［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下されるか、または、［Ｎｏ］キー９ｃが押下されるか
を監視ししつつ、判断２０１、処理２０２、処理２０３を行う（判断２０４のＮｏ、判断
２０５のＮｏループ）。
【００５１】
［Ｎｏ］キー９ｃが押下された場合は（判断２０５のＹｅｓ）、処理２０３で記憶した入
力済番号列をクリアすると共に（処理２０６）、表示器９ｈに、図１１に示す表示Ｄ１１
を表示して、入力済番号列の表示をもクリアして（処理２０７）、判断２０１に戻る。
【００５２】
［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下された場合は（判断２０４のＹｅｓ）、それまで入力済みの番
号列を変数Ｃｏｄｅに代入する（処理２０８）。これにより、変数Ｃｏｄｅの値として、
入力された暗証番号を得ることができる。
【００５３】
次に、図８の処理１０３における暗証番号検索処理の具体的な処理手順について、図１２
を参照して説明する。
【００５４】
同図において、システム制御部２は、先ず、箱検索用のポインタＰを１に初期化し（処理
３０１）、ポインタＰの指し示す箱（箱ＩＤがポインタＰの値の箱）に対応する開設済フ
ラグＦｏの値が１で、当該箱か開設済のものであるかを判断し（判断３０２）、開設済み
ではない場合には（判断３０２のＮｏ）、検索すべき次の箱があるかを判断し（判断３０
５）、次の箱がない場合には（判断３０５のＮｏ）、フラグＦａを０にリセットする（処
理３０７）。次の箱がある場合には（判断３０５のＹｅｓ）、ポインタＰをインクリメン
トして（処理３０６）、判断３０２に戻る。
【００５５】
判断３０２において、箱が開設済みである場合には（判断３０２のＹｅｓ）、ポインタＰ
が指し示す箱管理情報中の登録Ｆコードを読み出して変数Ｆｃｏｄｅに代入し（処理３０
３）、変数Ｆｃｏｄｅの値と、図１０の処理２０８で設定された変数Ｃｏｄｅの値とが同
一かを判断する（判断３０４）。同一でない場合には（判断３０４のＮｏ）、判断３０５
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に移行し、同一である場合には（判断３０４のＹｅｓ）、フラグＦａの値を１にセットす
る（処理３０８）。処理３０７でリセットされ、処理３０８でセットされるフラグＦａは
、図８の処理１０４で参照される。
【００５６】
このように、図８の利用制限状態解除処理を行うことにより、入力された暗証番号と照合
するために登録する必要のある暗証番号として、本来Ｆコードを用いた通信のために参照
される、各箱管理情報中の登録Ｆコードを兼用でき、入力された暗証番号と照合するため
の暗証番号を別途記憶しておく必要がなく、ユーザにとっては、利用制限解除のための暗
証番号を、自分用の箱の登録Ｆコードとは別個に記憶しておく必要がない。また、フラグ
Ｆａが１になるまで、すなわち、正しい暗証番号が入力されるまで、処理１０２の暗証番
号入力処理が繰り返し行われるため、ユーザの暗証番号の誤入力をおそれることなく安心
して暗証番号を入力することができる。
【００５７】
図８の利用制限解除処理手順における処理１０３の暗証番号検索処理として、図１２に示
した処理手順に代えて、図１５に示す処理手順を行うようにしてもよい。
【００５８】
図１５に具体的に示す暗証番号検索処理手順の前提として、図１３に示すように、箱管理
テーブル４ａ中の各箱管理情報には、「登録Ｆコード」、「登録パスワード」及び「箱の
名称」に加えて、「箱の種別」が予め登録されている。この「箱の種別」は、「親展通信
」、「掲示板通信」、「中継通信」等の各箱の使用形態を示すもので、各種別に対応した
値として登録される。また、図１４に示すように、ＲＡＭ４には記憶領域４ｂに、検索対
象箱種別設定変数Ｂが予め記憶されている。その検索対象箱種別設定変数Ｂは、各箱管理
情報中の「箱の種別」に対応したもので、暗証番号の検索対象とする箱の種別を予め設定
するための変数で、［ファンクション］キー９ｆの押下と所定の番号の入力操作による検
索対象種別設定機能により予め設定される。
【００５９】
さて、図１５において、同図において、システム制御部２は、先ず、箱検索用のポインタ
Ｐを１に初期化し（処理４０１）、ポインタＰの指し示す箱（箱ＩＤがポインタＰの値の
箱）に対応する箱管理情報中の箱の種別（値）を読み出して変数Ｆｂｏｘに代入し、Ｆｂ
ｏｘの値が検索対象箱種別設定変数Ｂの値に等しいかを判断し（判断４０３）、変数Ｆｂ
ｏｘの値が変数Ｂの値とは等しくない場合は（判断４０３のＮｏ）、検索すべき次の箱が
あるかを判断し（判断４０７）、次の箱がない場合には（判断４０７のＮｏ）、フラグＦ
ａを０にリセットする（処理４０９）。次の箱がある場合には（判断４０７のＹｅｓ）、
ポインタＰをインクリメントして（処理４０８）、処理４０２に戻る。
【００６０】
判断４０３において、変数Ｆｂｏｘの値が変数Ｂの値と等しい場合は（判断４０３のＹｅ
ｓ）、更に、ポインタＰの指し示す箱（箱ＩＤがポインタＰの値の箱）に対応する開設済
フラグＦｏの値が１で、当該箱か開設済のものであるかを判断し（判断４０４）、開設済
みではない場合には（判断４０４のＮｏ）、判断４０７に移行する。
【００６１】
開設済みである場合には（判断４０４のＹｅｓ）、ポインタＰが指し示す箱管理情報中の
登録Ｆコードを読み出して変数Ｆｃｏｄｅに代入し（処理４０５）、変数Ｆｃｏｄｅの値
と、図１０の処理２０８で設定された変数Ｃｏｄｅの値とが同一かを判断する（判断４０
６）。同一でない場合には（判断４０６のＮｏ）、判断４０７に移行し、同一である場合
には（判断４０６のＹｅｓ）、フラグＦａの値を１にセットする（処理４１０）。処理４
０９でリセットされ、処理４１０でセットされるフラグＦａは、図８の処理１０４で参照
される。
【００６２】
このように、図８の利用制限状態解除処理における処理１０３の暗証番号検索処理として
、図１５に示した処理手順を行うことにより、入力された暗証番号と照合するために登録
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する必要のある暗証番号として、本来Ｆコードを用いた通信のために参照される、各箱管
理情報中の登録Ｆコードを兼用でき、フラグＦａが１になるまで、すなわち、正しい暗証
番号が入力されるまで、処理１０２の暗証番号入力処理が繰り返し行われるため、ユーザ
の暗証番号の誤入力をおそれることなく安心して暗証番号を入力することができる。また
、更に、予め検索対象の箱の種別を設定しておくことで、設定された種別の箱のみが暗証
番号の検索対象とされ、設定されていないその他の種別の箱は検索対象とされないため、
検索時間が短縮でき、また、暗証番号の偶発的な一致頻度も低減できる。
【００６３】
図８の利用制限解除処理手順における処理１０３の暗証番号検索処理として、図１２また
は図１５に示した処理手順に代えて、図１７に示す処理手順を行うようにしてもよい。
【００６４】
図１７に具体的に示す暗証番号検索処理手順の前提として、図１６に示すように、箱管理
テーブル４ａ中の各箱管理情報には、「登録Ｆコード」、「登録パスワード」及び「箱の
名称」に加えて、「暗証番号検索可否」が予め登録されている。この「暗証番号検索可否
」は、当該箱を暗証番号検索の対象とするか（値１）、しないか（値０）の値として登録
される。
【００６５】
さて、図１７において、同図において、システム制御部２は、先ず、箱検索用のポインタ
Ｐを１に初期化し（処理５０１）、ポインタＰの指し示す箱（箱ＩＤがポインタＰの値の
箱）に対応する開設済フラグＦｏの値が１で、当該箱か開設済のものであるかを判断し（
判断５０２）、開設済みではない場合には（判断５０２のＮｏ）、検索すべき次の箱があ
るかを判断し（判断５０７）、次の箱がない場合には（判断５０７のＮｏ）、フラグＦａ
を０にリセットする（処理５０９）。次の箱がある場合には（判断５０７のＹｅｓ）、ポ
インタＰをインクリメントして（処理５０８）、判断５０２に戻る。判断５０２において
、開設済みである場合には（判断５０２のＹｅｓ）、ポインタＰの指し示す箱（箱ＩＤが
ポインタＰの値の箱）に対応する箱管理情報中の暗証番号検索可否（値）を読み出して変
数Ｆｏｋに代入し、Ｆｏｋの値が１か否（０）かを判断し（判断５０４）、変数Ｆｏｋの
値が１でない場合は（判断５０４のＮｏ）、判断５０７に移行する。
【００６６】
変数Ｆｏｋの値が１である場合は（判断５０４のＹｅｓ）、ポインタＰが指し示す箱管理
情報中の登録Ｆコードを読み出して変数Ｆｃｏｄｅに代入し（処理５０５）、変数Ｆｃｏ
ｄｅの値と、図１０の処理２０８で設定された変数Ｃｏｄｅの値とが同一かを判断する（
判断５０６）。同一でない場合には（判断５０６のＮｏ）、判断５０７に移行し、同一で
ある場合には（判断５０６のＹｅｓ）、フラグＦａの値を１にセットする（処理５１０）
。処理５０９でリセットされ、処理５１０でセットされるフラグＦａは、図８の処理１０
４で参照される。
【００６７】
このように、図８の利用制限状態解除処理における処理１０３の暗証番号検索処理として
、図１７に示した処理手順を行うことにより、入力された暗証番号と照合するために登録
する必要のある暗証番号として、本来Ｆコードを用いた通信のために参照される、各箱管
理情報中の登録Ｆコードを兼用でき、フラグＦａが１になるまで、すなわち、正しい暗証
番号が入力されるまで、処理１０２の暗証番号入力処理が繰り返し行われるため、ユーザ
の暗証番号の誤入力をおそれることなく安心して暗証番号を入力することができる。また
、更に、予め各箱について、暗証番号の検索対象としてよいか否かを予め設定しておくこ
とで、検索対象としてよいと設定された箱のみが暗証番号の検索対象とされ、それ以外の
箱は検索対象とされないため、検索時間が短縮でき、また、暗証番号の偶発的な一致頻度
もいっそう低減できる。
【００６８】
図８に示した利用制限状態解除処理手順に代えて、図１８に示す利用制限状態解除処理手
順を行うようにしてもよい。
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【００６９】
図１８において、利用制限状態にあるファクシミリ装置１は、表示器９ｈに、図９に示し
た表示Ｄ０１を表示して、利用制限中である旨を示すと共に、暗証番号の入力を促してい
る（処理６０１）。
【００７０】
そして、暗証番号入力処理と（処理６０２）、暗証番号検索処理とを行い（処理６０３）
、フラグＦａの値が１が否（０）かを判断し（判断６０４）、フラグＦａの値が０である
場合には（判断６０４のＮｏ）、処理６０２に戻り、暗証番号入力処理を再度行う。なお
、処理６０２の暗証番号入力処理は、図１０に具体的に示した処理手順であり、処理６０
３の暗証番号検索処理は、図１２、図１５または図１７に具体的に示した処理手順である
。
【００７１】
フラグＦａの値が１である場合、すなわち、処理６０２の暗証番号入力処理により入力さ
れた暗証番号と一致する登録Ｆコードが、処理６０３の暗証番号検索処理によりみつかっ
た場合は（判断６０４のＹｅｓ）、ポインタＰが指示する箱の名称を読み出す（処理６０
５）。なお、ポインタＰの値は、図１２の処理３０８、図１５の処理４１０、または、図
１７の処理５１０が行われた時点の値であり、入力された暗証番号と一致する登録Ｆコー
ドが登録された箱管理情報を指し示している。
【００７２】
そして、表示器９ｈに、図１９に示した表示Ｄ２０を表示して、処理６０５で読み出した
箱の名称（図においては「リコー太朗」）を示すと共に、確認後に［Ｙｅｓ］キー９ｂを
押下するように促す（処理６０６）。［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下されるかを監視し（判断
６０７のＮｏループ）、［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下されると（判断６０７のＹｅｓ）、利
用可能状態に移行して、ユーザが装置を利用できるようにする。
【００７３】
これにより、ユーザが利用制限解除のための暗証番号として入力した登録Ｆコードが、当
該ユーザ用の箱に係るものであるかをユーザに認識させることができる。
【００７４】
図８の処理１０２、または、図１８の処理６０２の暗証番号入力処理として、図１０に具
体的に示した処理手順に代えて、図２０に具体的に示す処理手順を行うようにしてもよい
。
【００７５】
図２０において、システム制御部２は、テンキー９ａによる番号の入力があるかを監視し
（判断７０１のＮｏループ）、番号の入力があると（判断７０１のＹｅｓ）、表示器９ｈ
に図２１に示す表示Ｄ３０を表示すると共に（処理７０２）、それまで入力済の番号列を
記憶し（処理７０３）、また、入力済の番号列の桁数だけ記号「＊」を表示Ｄ３０に示す
ように表示する（処理７０４）。表示Ｄ３０においては、入力済の番号列が暗証番号とし
てよければ［Ｙｅｓ］キー９ｂを押下し、入力済の番号列を取り消す場合には［Ｎｏ］キ
ー９ｃを押下するよう促す表示も行われている。
【００７６】
そして、［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下されるか、または、［Ｎｏ］キー９ｃが押下されるか
を監視ししつつ、判断７０１、処理７０２、処理７０３、処理７０４を行う（判断７０５
のＮｏ、判断７０６のＮｏループ）。
【００７７】
［Ｎｏ］キー９ｃが押下された場合は（判断７０６のＹｅｓ）、処理７０３で記憶した入
力済番号列をクリアすると共に（処理７０７）、表示器９ｈに、図２１に示す表示Ｄ３１
を表示して、入力済番号列の桁数分の記号「＊」の表示をもクリアして（処理７０８）、
判断７０１に戻る。
【００７８】
［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下された場合は（判断７０５のＹｅｓ）、それまで入力済みの番
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号列を変数Ｃｏｄｅに代入する（処理７０９）。
【００７９】
これにより、変数Ｃｏｄｅの値として、入力された暗証番号を得ることができる。また、
入力された暗証番号そのものは表示しないため、入力中の暗証番号を他者に見られてしま
うことがない。
【００８０】
図８または図１８に示した利用制限状態解除処理手順に代えて、図２２に示す利用制限状
態解除処理手順を行うようにしてもよい。
【００８１】
図２２において、利用制限状態にあるファクシミリ装置１は、表示器９ｈに、図９に示し
た表示Ｄ０１を表示して、利用制限中である旨を示すと共に、暗証番号の入力を促してい
る（処理８０１）。
【００８２】
そして、暗証番号入力処理と（処理８０２）、暗証番号検索処理とを行い（処理８０３）
、フラグＦａの値が１が否（０）かを判断し（判断８０４）、フラグＦａの値が０である
場合には（判断８０４のＮｏ）、表示器９ｈに、図２３に示す表示Ｄ４１を表示して、処
理８０２で入力した暗証番号が誤っている旨をユーザに通知し（処理８０５）、表示Ｄ４
１の表示を一定時間継続して（処理８０６）、処理８０２に戻り、暗証番号入力処理を再
度行う。なお、処理８０２の暗証番号入力処理は、図１０または図２０に具体的に示した
処理手順であり、処理８０３の暗証番号検索処理は、図１２、図１５または図１７に具体
的に示した処理手順である。
【００８３】
フラグＦａの値が１である場合、すなわち、処理８０２の暗証番号入力処理により入力さ
れた暗証番号と一致する登録Ｆコードが、処理８０３の暗証番号検索処理によりみつかっ
た場合は（判断８０４のＹｅｓ）、ポインタＰが指示する箱の名称を読み出す（処理８０
７）。なお、ポインタＰの値は、図１２の処理３０８、図１５の処理４１０、または、図
１７の処理５１０が行われた時点の値であり、入力された暗証番号と一致する登録Ｆコー
ドが登録された箱管理情報を指し示している。
【００８４】
そして、表示器９ｈに、図２３に示した表示Ｄ４０を表示して、処理８０７で読み出した
箱の名称（図においては「リコー太朗」）を示すと共に、確認後に［Ｙｅｓ］キー９ｂを
押下するように促す（処理８０８）。［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下されるかを監視し（判断
８０９のＮｏループ）、［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下されると（判断８０９のＹｅｓ）、利
用可能状態に移行して、ユーザが装置を利用できるようにする。
【００８５】
これにより、暗証番号の誤入力があった場合に、その旨が表示されてユーザに警告するこ
とが可能となる。
【００８６】
図８、図１８または図２２に示した利用制限状態解除処理手順に代えて、図２４に示す利
用制限状態解除処理手順を行うようにしてもよい。
【００８７】
図２４において、利用制限状態にあるファクシミリ装置１は、先ず、カウンタ変数ｎを０
に初期化した後（処理９０１）、表示器９ｈに、図９に示した表示Ｄ０１を表示して、利
用制限中である旨を示すと共に、暗証番号の入力を促している（処理９０２）。
【００８８】
そして、暗証番号入力処理と（処理９０３）、暗証番号検索処理とを行い（処理９０４）
、フラグＦａの値が１が否（０）かを判断し（判断９０５）、フラグＦａの値が０である
場合には（判断９０４のＮｏ）、表示器９ｈに、図２５に示す表示Ｄ５１を表示して、処
理９０３で入力した暗証番号が誤っている旨をユーザに通知し（処理９０６）、表示Ｄ５
１の表示を一定時間継続して（処理９０７）、カウンタｎをインクリメントし（処理９０
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８）、ｎが所定の上限値Ｎｍａｘに達したかを判断する（判断９０９）、また達していな
い場合には（判断９０９のＮｏ）、処理９０３に戻り、暗証番号入力処理を再度行う。な
お、処理９０３の暗証番号入力処理は、図１０または図２０に具体的に示した処理手順で
あり、処理９０３の暗証番号検索処理は、図１２、図１５または図１７に具体的に示した
処理手順である。
【００８９】
フラグＦａの値が１である場合、すなわち、処理９０３の暗証番号入力処理により入力さ
れた暗証番号と一致する登録Ｆコードが、処理９０４の暗証番号検索処理によりみつかっ
た場合は（判断９０５のＹｅｓ）、ポインタＰが指示する箱の名称を読み出す（処理９１
０）。なお、ポインタＰの値は、図１２の処理３０８、図１５の処理４１０、または、図
１７の処理５１０が行われた時点の値であり、入力された暗証番号と一致する登録Ｆコー
ドが登録された箱管理情報を指し示している。
【００９０】
そして、表示器９ｈに、図２５に示した表示Ｄ５０を表示して、処理９１０で読み出した
箱の名称（図においては「リコー太朗」）を示すと共に、確認後に［Ｙｅｓ］キー９ｂを
押下するように促す（処理９１１）。［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下されるかを監視し（判断
９１２のＮｏループ）、［Ｙｅｓ］キー９ｂが押下されると（判断９１２のＹｅｓ）、利
用可能状態に移行して、ユーザが装置を利用できるようにする。
【００９１】
判断９０９でｎが所定の上限値Ｎｍａｘに達した場合、すなわち、暗証番号の誤入力が所
定の上限値Ｎｍａｘの回数（例えば５回）繰り返された場合は（判断９０９のＹｅｓ）、
表示器９ｈに、図２５に示した表示Ｄ５２を表示して、誤った暗証番号が繰り返し入力さ
れた旨をユーザに通知し（処理９１３）、表示Ｄ５２の表示を一定時間継続した後（処理
９１４）、表示器９ｈに、図２５に示した表示Ｄ５３を表示して、暗証番号の誤入力が繰
り返されたために、それ以上の暗証番号の再入力はできず、装置の利用が一切できなくな
る利用禁止状態になった旨を示すと共に、利用禁止状態の解除には管理者への連絡が必要
である旨を示し（処理９１５）、利用禁止状態に移行する。この利用禁止状態は、暗証番
号の入力すら行えない状態で装置の利用は一切行えない。
【００９２】
これにより、暗証番号の誤入力があった場合の再入力を無制限に行わせず、不正な利用制
限解除を防止することができる。
【００９３】
図２４に示した処理手順により利用禁止状態になると、ファクシミリ装置１は、図２６に
示す利用禁止状態解除処理手順を行う。
【００９４】
つまり、図２６において、利用禁止状態にあるファクシミリ装置１は、操作表示部９から
特定解除操作があるかを監視している（判断１００１のＮｏループ）。特定解除操作は、
管理者しか知らない、例えば、［ファンクション］キー９ｆか押下されてから２秒以内に
テンキー９ａの「＊」キーが押下され、更に２秒以内にテンキー９ａの「＃」キーが押下
されるような、自明ではない操作である。
【００９５】
判断１００１で、特定解除操作があると（判断１００１のＹｅｓ）、暗証番号の入力が可
能となる利用制限状態に復帰する。
【００９６】
これにより、暗証番号の誤入力が繰り返されたために利用禁止状態になった場合でも、元
の利用制限状態に復帰することが可能となる。
【００９７】
なお、以上説明した実施の形態においては、本発明を、画情報を文書として送受信するフ
ァクシミリ装置に適用したが、本発明は文書の内容により限定されるものではなく、Ｇ３
ファクシミリの拡張プロトコルであるＢＦＴ（ＢｉｎａｒｙＦｉｌｅ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ
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）によりバイナリデータを文書として送受信するようなその他の形式の文書をやりとりす
る通信端末に対しても本発明は適用可能である。
【００９８】
【発明の効果】
　請求項 に係る発明によれば 力された暗証番号と照合するために予め登録した暗証
番号として、前記各箱管理情報に登録された箱検索情報を兼用するため、各箱管理情報と
は別個に利用制限のための暗証番号を記憶する必要がなくなり、箱をもちかつ利用制限を
行う場合でも必要な記憶領域を最小限に抑えることができるようになる効果が得られる。
また、ユーザにとっては、箱にアクセスするための箱識別情報と、利用制限解除のための
暗証番号とを個別に覚える必要がないため、操作性が向上する利点がある。
前記各箱管理情報に登録された箱識別情報が入力された暗証番号と無条件に照合されるの
ではなく、予め検索対象と設定した箱種別のものしか検索対象とされないため、検索時間
が短縮でき、また、偶発的な一致頻度も低減できる利点がある。
【００９９】
　請求項 に係る発明によれば 力された暗証番号と照合するために予め登録した暗証
番号として、前記各箱管理情報に登録された箱検索情報を兼用するため、各箱管理情報と
は別個に利用制限のための暗証番号を記憶する必要がなくなり、箱をもちかつ利用制限を
行う場合でも必要な記憶領域を最小限に抑えることができるようになる効果が得られる。
また、ユーザにとっては、箱にアクセスするための箱識別情報と、利用制限解除のための
暗証番号とを個別に覚える必要がないため、操作性が向上する利点がある。
検索対象とする箱管理情報を箱単位で設定できるため、検索時間が短縮でき、また、偶発
的な一致頻度も、請求項 に係る発明と比較していっそう低減でき管理が容易になる利点
がある。
【０１００】
　請求項 に係る発明によれば、入力された暗証番号と一致する箱の名称が表示されるた
め、ユーザが利用制限解除のための暗証番号として入力した箱識別情報が、当該ユーザ用
の箱に係るものであるかを当該ユーザに認識させることができ、操作上の安心感が向上す
る利点がある。
【０１０１】
　請求項 に係る発明によれば、入力された暗証番号の桁数を認識可能な表示を行うのみ
で、入力された暗証番号そのものは表示しないため、入力中の暗証番号を他者に見られて
しまうことがなく秘匿性を高めることが可能となる効果が得られる。
【０１０２】
　請求項 に係る発明によれば、暗証番号が誤入力されても再度暗証番号の入力を行わせ
ることができるため、入力ミスをおそれることなく安心して暗証番号を入力することが可
能となる効果が得られる。
【０１０３】
　請求項 に係る発明によれば、暗証番号の誤入力があった場合の再入力を無制限に行わ
せないで、暗証番号の誤入力が繰り返された場合には装置の状態を利用禁止状態として再
入力回数を制限することで、不正な利用制限解除を防止することが可能となる効果が得ら
れる。
【０１０４】
　請求項 に係る発明によれば、暗証番号の誤入力が繰り返された場合に、その旨を表示
してユーザに警告することが可能となる効果が得られる。
【０１０５】
　請求項 に係る発明によれば、暗証番号の誤入力が繰り返されたために利用禁止状態に
なった場合でも、特定の利用禁止解除操作により、元の利用制限状態に復帰することが可
能となる効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置のブロック構成を示す図である。
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【図２】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置の操作表示部の、本実施の形態と直
接関係する部分以外は図示を省略した配置構成例を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置のＲＡＭの記憶内容について示す図
である。
【図４】箱管理テーブルの具体的な内容について示す図である。
【図５】箱ＩＤと対応付けられた箱管理情報の内容について示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置の画像メモリの記憶内容について示
す図である。
【図７】画情報ファイルの構成について示す図である。
【図８】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置における利用制限状態解除処理手順
について示すフローチャートである。
【図９】図８に示す処理手順における表示例について示す図である。
【図１０】暗証番号入力処理の具体的な手順について示すフローチャートである。
【図１１】図１０に示す処理手順における表示例について示す図である。
【図１２】暗証番号検索処理の具体的な手順について示すフローチャートである。
【図１３】箱ＩＤと対応付けられた箱管理情報の内容について示す、図５とは別の図であ
る。
【図１４】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置のＲＡＭの記憶内容について示す
、図３とは別の図である。
【図１５】暗証番号検索処理の具体的な手順について示す、図１２とは別のフローチャー
トである。
【図１６】箱ＩＤと対応付けられた箱管理情報の内容について示す、図５または図１３と
は別の図である。
【図１７】暗証番号検索処理の具体的な手順について示す、図１２または図１５とは別の
フローチャートである。
【図１８】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置における利用制限状態解除処理手
順について示す、図８とは別のフローチャートである。
【図１９】図１８に示す処理手順における表示例について示す図である。
【図２０】暗証番号入力処理の具体的な手順について示す、図１０とは別のフローチャー
トである。
【図２１】図２０に示す処理手順における表示例について示す図である。
【図２２】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置における利用制限状態解除処理手
順について示す、図８または図１８とは別のフローチャートである。
【図２３】図２２に示す処理手順における表示例について示す図である。
【図２４】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置における利用制限状態解除処理手
順について示す、図８、図１８または図２２とは別のフローチャートである。
【図２５】図２４に示す処理手順における表示例について示す図である。
【図２６】本発明の実施の形態に係るファクシミリ装置における利用禁止状態解除処理手
順について示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　ファクシミリ装置
２　システム制御部
３　ＲＯＭ
３ａ　フォントテーブル
４　ＲＡＭ
４ａ　箱管理テーブル
４ｂ　検索対象箱種別設定変数のための記憶領域
５　スキャナ
６　プロッタ
７　画像メモリ
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８　時計回路
９　操作表示部
９ａ　テンキー
９ｂ　［Ｙｅｓ］キー
９ｃ　［Ｎｏ］キー
９ｄ　［ストップ］キー
９ｅ　［スタート］キー
９ｆ　［ファンクション］キー
９ｇ　カーソルキー群
９ｇｄ　［下矢印］キー
９ｇｌ　［左矢印］キー
９ｇｒ　［右矢印］キー
９ｇｕ　［上矢印］キー
９ｈ　表示器
１０　符号化復号化部
１１　モデム
１２　網制御部
１３　システムバス
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】
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